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1. 緒言 

 積分実験を用いた核データの

検証は、重要な核データ検証プロ

セスの一つである。近年、核デー

タや核計算コードの高度化に伴

い、これらに求められる精度要求

が厳しくなってきており、積分実

験を用いた核データの検証の重

要性が高まってきている。積分実

験を用いた核データの検証は主

に図 1 に示す三つのステップで

構成される。これらの作業は専門

的な知識と経験を必要とするた

め、積分実験を用いた核データの

検証を核データ評価者だけで実

施することは困難であり、長年炉

物理の専門家が担当してきた。ま

た、これらの作業は多くの手間と

時間が必要であり、今までの JENDL[1]の検証でも多くの労力が割かれてきた。そこで、次期 JENDL に向

けた効果的な核データ検証サイクルを実現するため、これらの作業を自動化し、核データ評価者自身が積

分実験を用いた核データの検証が行えるシステムの構築が求められてきた。JAEA では近年、純国産の核デ

ータ処理システムである FRENDY の開発を進めている[2]。FRENDY では、核データ処理の知見が無くて

も核データを処理できることを目標としており、FRENDY を用いることで図 1 のステップの内、最初のス

テップを解決することが出来る。そこで核データ検証サイクルの残りのステップを自動化するため、臨界

実験解析と解析結果を編集する自動核計算実行システム VACANCE (Validation Environment for 

Comprehensive and Automatic Neutronics Calculation Execution)を開発した。VACANCE と FRENDY を組み合

わせることで、効果的な核データの検証サイクルが実現され、次期 JENDL の更なる精度向上が期待できる。 

2. VACANCE の概要 

 VACANCE の主な機能や特徴は次の通りである。 
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  1. 自動的に指定したディレクトリ中の入力ファイルを検索し、全計算を実施 

  2. 核種 ID や核データライブラリの違いを評価するための、自動入力修正が可能 

  3. OpenMP を用いた並列計算に対応 

  4. 計算が終了したケースをスキップすることによるリスタート計算に対応 

  5. MVP[3]と MCNP[4]の二つの核計算コードが取り扱い可能 

  6. C/E 値との比較表の作成や、H/U 比や濃縮度分布などのユーザー指定の物理値でのソートに対応 

  7. 取り扱い可能な核計算コードの追加など、将来的な拡張性を考慮 

 VACANCE の実行例として、ICSBEP の積分実験[5]を実施する場合のディレクトリ構造を図 2 に示す。

VACANCE では複数の異なる階層に入力データが存在する場合も入力ファイルを探索し、計算することが

可能である。 

 また、将来的には FRENDY による核データ処理も VACANCE で自動化し、核データ評価者自身が核デー

タの修正が臨界実験解析に与える影響を簡単に評価できるように拡張していく予定である。また、核デー

タの改良・検証では、臨界実験解析だけでなく、どのエネルギーのどの反応が実効増倍率に与える影響が

大きいのかを評価する感度解析も重要になってきている。今後は連続エネルギーモンテカルロ計算コード

だけでなく、多群の輸送計算コードに

ついても取り扱えるように拡張し、そ

れに伴い感度解析の自動化について

も対応していく予定である。 

 VACANCE は核データの検証作業

の自動化を目的に開発を進めている

が、FRENDY や MVP などの計算コー

ドの検証や、最小臨界量の探索など、

一度に多くの計算ケースを実行し、そ

の計算結果を編集する必要がある場

合に広く利用することができる。今後

は VACANCE の公開も視野に、ユーザ

ーのニーズを調査・反映し、VACANCE

の利便性を向上させていく予定であ

る。 
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